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はじめに中近世のバルト海沿岸地域の政治環境動向中世北ヨーロッパの製塩、塩貿易
─
食料保存
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はじめに
　
北海・バルト海沿岸地域の北の商業圏において冬季の気候は厳しく、漁業や貿易などの海上での行動が難し
く、食料をはじめ物資の調達は難しかった。したがって、この地域で生きていくためには冬に至るまでの間に最低限の飲食物の確保は必要不可欠なことであった。食料保存の方法は魚であれば干物にする、肉であれば腸詰にしたり 燻製にしたりいくつかの方法が られてい 。その一つが塩漬けにすることであり、それゆえに塩は生活上また魚類の保存上欠かせないものであり、塩は重要な商品でもあった。その塩の供給は中世から近世へと変化していったが、それは北海・バルト海商業圏 すなわち中世後期から近世におけ ハンザ商業圏の経済構造の とも密接に結びつい ものでもあったと思われる。　
これまでにも、中近世の北海・バルト海における塩の貿易に関しては、ハンザ史ならびにこの沿岸地域につ
いての文献で扱われてい
る
（（
（
。また、ヨーロッパの塩をテーマとする文献でも北の商業圏における塩は取り上
げられ いる
が
（（
（
、いずれも、リューネブルク
L
üneburg
塩やフランスの西海岸ブールヌフ
B
ourgneuf 湾から
もたらさ るベイ塩
B
aisalz
について、限定された時期や地域あるいは多様な貿易品の一つとして取り上げら
れ、概論が述べられるにすぎなかった。中近世と長期にわたる塩 生産地の変化や広域のバルト海域における塩貿易の変遷や意義などについては、必ず も明らかにさ てい とは えない。我が国においても、山瀬善一教授による人口増加による食糧確保 観点から特に塩漬け よる食 保存と 関係で捉え 塩について 研究がある。しかし、教授の指摘のように、 存と生活 密接 かかわ がゆえに特に記録に残す必 もなく、したがって史料は少なく散在的にしか存在しな ため、研究も進展 ないと よう
（3
（
。
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そこで本稿では、まず、ハンザの最盛期といわれる中世からハンザが停滞そして衰退、事実上の消滅を経て
近代に至る時期について、主にバルト海沿岸地域の政治経済動向について概観する。その上で、中世から近世にかけてのバルト海地域の都市や農村の居住者にとって生活上、食品保存上必要なことはもちろんなめし皮生産にも必要な塩の主要生産地 変遷と、それに関連する貿易や主要な貿易国、都市の動向について明らかにし、世界貿易との関連で塩貿易の特徴を捉えるとともに、それがハンザ都市はじめバルト海沿岸都市に与えた影響について検討し みたい
（4
（
。
　
中近世のバルト海沿岸地域の政治環境動向
　
十四世紀前半から北欧、北ドイツのバルト海沿岸地域では、スウェーデン王がスコーネン
Schonen
地方を
支配下に置き、ハンザ特権を侵害し、またホルスタイン
H
olstein 伯やその地の貴族たちはリューベック
L
ü-
beck 、ハンブルク
H
am
burg
などヴェント諸都市
W
endische Städte
に対し強圧的であるなどハンザ都市の商人
にとって商業環境は厳しいものであった。その時点ではデンマーク王ヴァルデマール
W
aldem
ar
四世はヴェ
ント諸都市と協力関係にあり、両者はともにホルスタイン伯や貴族たちと戦っていた である。ヴァルデマールは、スウェーデン貴族等の抵抗にあいつつ 次々 領土 回復、拡張を進め、他方で婚姻を通じてスウェーデン国王 ノルウェー国王と結び 北欧での勢力を増強していった。十四世紀後半になるとヴァルデマールはハンザ商業圏において商業妨害を繰り返すようになり、ついにはハンザの東西貿易路＝海上の幹線商業路の要所であるスウェーデン領のゴ トラント
G
otland
島ヴィスビー
W
isby
を占領するに至り、バルト海地域に混
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乱をもたらした。結局、一三六一年のグライフスヴァルト
G
reifsw
ald
でのハンザ会議において対デンマーク
戦争が決議され、戦費調達のためハンザ都市におけるポンド税
P
fundzoll の徴収が決定された
（5
（
。
　
デンマークとのこの戦争（第一次デンマーク戦争）でハンザ側はヴァルデマールに勝利し、一三七〇年に
シュトラールズント
Stralsund
条約を締結した。その結果、ハンザはスコーネン
Schonen
の特権、北海とバ
ルト海をつなぐズント
Sund
海峡の自由通行権や商業拠点等の奪還に成功し
た
（6
（
。しかし、シュトラールズント
条約締結以後も北欧の混乱は続いた。デンマーク戦争の当事者で長らくハンザを苦しめてきたヴァルデマール四世は一三七五年に没した 、デンマーク対スウェーデン、メクレンブルク
M
ecklenburg 、ホルシュタイン
間の対立 続き、後継のデンマーク女王 ルガレーテ
M
argarete
は、メクレンブルクより重臣を登用し、国
内の貴族達と敵対するスウェ デンのアルプレヒト
A
lbrecht
王との戦いに勝利した。
　
このような政治的に不安定な地域に囲まれたバルト海域では海賊
V
italienbrüder
がハンザ商業や地域経済
に深刻な影響を与えたのであった
（7
（
。すなわち、ヴァルデマール四世の死後、北欧の覇権争いに乗じて、海賊達
は、当初、メクレンブルク侯やその領邦都市ロス ク
R
ostock 、ヴィスマール
W
ism
ar
等の名において、デン
マークを苦しめること 名目に、それらの都市を基地として海上の安全を脅かした。しかし、彼 は、次第に敵味方の区別なく劫掠し、そして一三九一年にはついに、バルト においてスウェーデ と大陸の中間に位置するボルンホルム
B
ornholm
島や、ゴートラント島を征服し、ヴィスビーを拠点として商業妨害を繰り返すよ
うになったのである
（（
（
。しかも、バルト海を中心とした周辺地の政治的混乱と海賊の横行に加え、デンマーク南
部に位置 鰊漁とその塩漬け加工と輸出の盛んなスコーネンにおいてはイギリス商人等 進出が見られ、ハンザ都市や商人は地域内商業の独占を維持するこ にも力を注がねばならなかった
（（
（
。
　
バルト海の東側のノヴゴロド
N
ow
gorod
でも、ロシア人による劫掠、商業妨害が続発し、一三八八年にハ
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ンザは商業封鎖を行うが効を奏さず、結局、一四〇七年には逆にノヴゴロドがハンザ商人を締め出したのであっ
た
（（
（
。十四世紀末から十五世紀初頭にかけての時期にバルト海沿岸地域における外国商人の進出によって、
ハンザが各商館において行ってきた旧来の自由で独占的な大規模商業は次第に後退していったのである。このように最大限の対外商業特権を掌握し とはいえ、ハンザを取り巻く環境 厳しいものであり、それ 背景に都市でもまた市民 政治経済的不満が爆発し、十四世紀末から十五世紀初頭にかけて各都市 は市民抗争も勃発したの あっ
（（
（
。
　
ハンザ都市にとって北欧諸国との交易が経済上重要度を増す中で、デンマークは北欧においてハンザ抑圧政
策をとり、他方で一四二九年にはズント海峡の通行税の徴収を始めた。この行為はこの時点ではハンザの自由貿易を阻害するもの あったのである。加えて、ハンザを主導するリューベックの近隣に位置するシュレスヴィヒ
Schlesw
ig
への干渉を行ったため、十五世紀前半には再び対デンマーク戦争（第二次デンマーク戦争）
に至るのである。しかし、この戦争はリューベック周辺の六都市による戦 であり、ハンザ都市全体 よるものではなかった。ハンザ側は勝利し、ズ ト海峡を支配下に治めることはできたが デ マークの抑圧や干渉はハンザの中心 限られた地域の 利害と関連するものであり、様々な利害関係を有する の結束の弱さを露呈す ものでもあった。結局、十五世紀末には急激に台頭してきたオランダ船がこの海峡の圧倒的な利用者になったのであった
（（
（
。
　
十六世紀に入りデンマーク王クリスチャン二世がスウェーデンを征服し、王権の強化を図ったがグスタ
フ・ヴァーサ
G
ustav V
asa
に敗れた。その両者ともにハンザを抑制し、ヴァーサはオランダに商業上の特
権を与えたのであった。一五五八年のネーデルラント
N
ederland ・フランス戦争ではハンザにとって重要
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な低地地方の交易港が封鎖された。一五六二年にはデンマークにハンブルクの船舶が拿捕されるなど、デンマーク周辺海域での貿易事情は改善されなかった。さらに一五六三年にはデンマークとスウェーデン、ハンザ都市などとの北方七年戦争が勃発した。デンマーク 戦費を調達するためズント海峡の通行税を引き上げ、ついにはオランダがスウェーデンに塩を供給したことを理由にズント海峡を封鎖した。一五六五年に海峡は開放されたもの 六七年には積み荷への課税が開始されたのであっ
た
（（
（
。
　
一六一八年に始まった三十年戦争がドイツ国内で甚大な被害を与えていた一六三〇年にハンブルク、
リューベック、ブレーメン
B
rem
en
の三都市間で同盟が締結され、軍事的協力関係が形成されたが、ハン
ザの衰退は決定的であった。一六四三年にはオランダと結んだスウェーデンとデンマークとの間で戦争が勃発し、デンマークが敗北し 結果、オランダのバルト海進出が急激に進展していく。しかし、三十年戦争が終焉を迎えた後再び十七世紀後半オランダ侵略戦争が勃発し、オランダとフランス、スウェ デンなどが対立する中スウェー ンが隆盛を極める だが、十八世紀初頭の北方戦争ではスウェーデン ロシアに敗北してバルト海地域における影響力は後退した。この戦争で逆 デンマークは大陸側にシュレスヴィッヒを獲得し、ロシアはフィンランド東部やバルト海南部エストニア等を獲得し への進出 果た 、十八世紀後半のポーランド分割に至る。こうした 域を囲む各国の政治勢力 目まぐるしい変化 背景に本格的な大洋貿易は進展し、まずはオ ダが貿易の主導権を握り 続いてフ ス、イギリス 植民地物産貿易を展開していく
（（
（
。
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中世北ヨーロッパの製塩、塩貿易
─
食料保存
　
十三世紀には人口増加に対応して耕作可能地の限界にまで開墾が進み、気候の厳しい本来であれば耕作に適
さない地までの開墾を余儀なくさせ、それは気候次第では食料不足を引き起こすこととなった。それに対応して安定した食料供給のためには食料保存が必要となり、特に魚類については塩による保存が普及した。こうした食料保存技術の向上は、単に地域の食料不足に対応しただけ なく、食料の商品としての輸出の拡大にもつながったと考えられる
（（
（
。
　
十四世紀バルト海地域では、食品保存上重要であり常に高い需要をもつ塩はハンザ都市の領袖リューベック
によってもたらされるリューネブルク塩に独占されてき
た
（（
（
。市外産品の遠隔地貿易によって多くの利益を得
てきたリューベックであったが、すでに一二〇五年には五十万ツェントナー
Z
entner
弱─一ツェントナーは
五十キログラム─、一三五〇年には六十万ツェントナーのリューネブルク塩を市経由でバルト海地域に輸出していたという
（（
（
。十四世紀後半のリューベックからの輸出商品への課税額から見れば、塩は第一位であり、輸出
入から見てもフランドル産毛織物、魚につ で第三位 税収額であり、塩と塩漬け魚類で全税収の約四分 一を占めていたのである。特に十四世紀にはリューネブルク近郊のエルベ
E
lbe
河からリューベックまでシュテ
クニッツ
Stecknitz
運河が建設され、リューネブルクで生産された塩はイルメナウ
Illm
enau
河を下流に下り
ラウエンブルク
L
auenburg
へとリューネブルクの船舶組合
E
ichen
によって運ばれ、主に運河経由でリュー
ベックへ、一部はエルベ河経由ハンブルクへと輸送され
（（
（
。リューベックの有力商人によって生産、輸送、輸
出など全般にわたり関与されていた良質のリューネブルク塩は、例えば一三六八年から一三六九年にかけての
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リューベックの主要輸出品総額二十一万リューベックマルク（北海、バルト海地域で広く使用された通貨単位。以下マルクと略す）のうち六万一千マルクにものぼり、実に約三分の一をリューネブルク塩が占めていたのである
（（
（
。
　
一四〇〇年頃にはリューベック船だけで一四〇〇ラストのリューネブルク塩がスコーネンにもたらされたこ
とが知られてい 。スコーネンは、こ 頃まで 〇〇年にわたってリューベック商人中心の東西貿易の中継点であると同時に塩漬け鰊の市場であり 塩はそのために必要なものであった
（（
（
。この頃には毎年一万人の漁師に
よって鰊漁 行わ 、二万人に上る労働者によって最盛期 は十万樽、二万五千トンの鰊が出荷され、それには五千トンの塩 使用されたという
（（
（
。
　
特にバルト海地域において塩貿易を独占していたリューベックであったが、十五世紀にバルト海の塩貿易に
進出したオランダ、イギリス商人はフラン 西部のブールヌフ湾からベイ塩をもたらした。すると、ベイ塩の流入に対するリューネブルクの反発にもかかわらず、リューベック商人はベイ塩貿易 大きく「投資」 、参入していったのである。ハンザ商人のした な商業戦略といえるであろう。リューネブルク塩に比べ天日塩のベイ塩は安価であり、広域な地域で家庭用などとして需要が見込まれたためであろう。一四〇〇年頃のドイツ騎士団領での塩 価格で比較すると、リューネブルク塩一ラスト
L
ast
が十二・五プロイセンマルク
P
reuß
en M
ark
であるのに対し、西方からの塩は八プロイセンマルクと約三分の二の価格であった。同量の
ヴィスマールビールが七・五プロイセ マルクであったことを考えるとリューネブルク塩が高価であったことがわか
る
（（
（
。それは、複雑な製塩の権利所有者への支払いや、地下深くまで掘り下げた井戸から塩水をくみ上
げ、大量の燃料を消費して煮詰めて作るなど多額の費用を要し からであった
（（
（
。リューベック商人がベイ塩貿
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易に参入していったのは、リューネブルク塩だけでは需要に対応できなかったことにもよると思われるが、東からの物資は穀物や鉱石、木材など嵩高商品が多かったのに対し
（（
（
、西から東への物資は毛織物などが中心で嵩
高の商品が少なかったことにもよるとも考えられている。すなわち北海、バルト海において大規模で効率的な遠隔地間貿易を営む商人は、中世以来利益を得られさえすれば何でも商ってきたのであ 。しか 、特筆すべきは、リューベック商人であっても必ずしもリューベックを経由せず、ベイ塩は海峡経由で目的都市に輸送されたと思われることである。　
しかし、リューネブルク塩が純白であったのに対し、ベイ塩は白色でなく明らかに不純物が含まれたもので
あることは一目瞭然であった いう。高価ではあるが不純物の少ない良質のリューネブルク 生臭い魚の保存に適していたといわれてい 。品質は劣るものの輸送費を加えても安価なベイ塩は肉の保存などに適するなど価格や用途の相違 、なお大きい塩需要とが並存を可能にしたのであろう
（（
（
。ベイ塩貿易は、フランス西部か
らズント海峡を経由してバルト海 域に至る当時と は遠大な遠隔地貿易であり、大型の船舶が必要であった。しかも、ベイ塩輸送は数十隻の船団を組ん 行われたのである。すなわち、こ した遠隔地物産を取り扱う商人は、船舶自体も商取引も多額であった で、その 金は共同で持ち寄 持分「出資」であったと いえ─
持分「出資」にはポートフォリオすなわち危険分散の意味もあった。例えば一人で船を所有した場合、そ
の船が難破した時には一度で多額の財産を失うことになるが、数隻の船 権利を分散 てもてば財産を一挙に失うことを防止できたのである
─
、おそらくは大きな先行「投資」が可能な大商人であったであろう。例え
ば、リューベックの大商人ヒルデブラント・フェッキンフーゼン
H
ildebrand V
eckinchusen
の一四一八年と
一四二〇年の貿易記録にはフランスからの 入の記録が残されて
（（
（
。
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ベイ塩はバルト海沿岸地域での占有率を上げ、逆にリューネブルク塩は低下していった。スウェーデンでは
一三七五年以降リューネブルク塩の輸入量は減少し、代ってブールヌフ湾からダンツィヒ
D
anzig
経由でもた
らされる塩が増加した
（（
（
。というのも、もともとリューネブルク
塩が求められたのは一四世紀までスェーデンの南のスコーネン地方で大量の鰊が獲れ、それを保存する上では対岸 リューベックからもたらさ るリューネブルク塩が最適のも であったからであったと思われる。漁場が北海側に移ったためそ 需要は減少し、生活用の塩やなめし皮生産用の塩としてはズント海峡を経由してオランダ もたらす安価なベイ塩の方が好まれた結果でもあろう。　
たしかに、一四世紀末にリューネブルク近郊のラウエンブル
クからリューベックまで開通したシュテクニッツ運河を経由した塩の輸送量は、関税収入から見る限り十五世紀末まで増減を繰り返しつつも大きく低下していない（グラフ参照） 。 なわち、リューベック経由のリューネブルク塩輸出は大きく減少してはいないように思われる。それは、ポンド税台帳から見る限り十五世紀末においてもリューベックの近隣のバルト海沿岸に位置するヴェント諸都市のヴィスマ ル、ロストク、シュ ラールズント
グラフ　シュテクニッツ関税
 （単位：リューベックマルク）
????
?????? ???????????????????????????????????????? ?????????????????????????
?????????????????????????????????????????????????????????????
????
????
????
????
?
??
???? ???? ???? ???? ???? ???? ???? ???? ???? ???? ?
???? ?????????????????????????????? ?????
??????????????????????????? ???? ??
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への塩の全輸出額に占める割合が減少していないことからも推測できるのである（表
（参照） 。ポンド税
は戦費調達 ための税であり、戦時という通常の交易事情とは異なると考えられるし ポンド税は他都市で徴税された物品には課税さ ないため、この数字が各都市の輸入全体のどれほどを捕捉 ているのかは明らか ない。し し、一四九三年 ロストク、一四九四年のシュトラールズントを除けば貿易額の十六パーセント以上を占め、一四九二年の三都市、一四九四年のヴィスマール、ロストク、一四九五年のヴィスマール、シュトラ ズントではきわめて高い貿易額割合を示している。一四九四年を除けば塩は三都市の貿易額の三十パーセント以上であり、一四九二年では四十二パ セントにも達しており全般的に の需要が高く、なおリューベックからもたらされる塩が重要であったことが推測でき
る
（（
（
。
　
しかし、それら三都市よりも東方に位置し、
リューベックからは遠方 レーヴァル
R
eval では
表 1　リューベックからヴィスマール、ロストク、シュトラールズントへの
総輸出額と塩輸出額ならびにその割合
（単位 m：リューベックマルク）
都市 年 （4（（ 年 （4（3 年 （4（4 年 （4（5 年
ヴィスマール
塩 7（（m （6（m （6（m （44m
全体 （0（6m （00m 47（m 366m
割合 3（％ （0％ 34％ 3（％
ロストク
塩 （（45m 54m （（（m （44m
全体 5375m （53m 4（0m （4（m
割合 40％ 6％ 47％ （7％
シュトラールズント
塩 （（65m 450m 0 5（4m
全体 6375m （（（（m （（7（m （（（（m
割合 45％ （6％ 0 50％
3 都市合計
塩 5（0（m （54（m 360m （（（m
全体 （3（（（m 464（m （（76m （4（3m
割合 4（％ 33％ （7％ 37％
（出典） 谷澤毅『北欧商業史の研究─世界経済の形成とハンザ商業』知泉書館、（0（（ 年、（（4-
（（6 頁。
 Die Lübecker Pfundzollbücher （4（（-（4（6. Quellen und Darstellungen zur hansischen 
Geschichte. Neue Folge. Bd. 4（. Teil （-4. Bearb. v. H. -J. Vogtherr. Köln （（（6.
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一四二七年から一四三三年におけるリューネブルク塩の占有率は二十五パーセント以下に、ダンツィヒでは一四六八年から一四七六年の十七パーセント以下にまで低下するなど、リュ ネブルク塩の輸入量割合は急激に低下し、ベイ塩の割合が増加していたのである。このうちダンツィヒでは一 一〇年には塩は全 額の十二・六パーセント、三万三千マルク よび、そのうち二万マルクの塩が再輸出されていたと推定されている。この時リューベック の塩は額に ・三パーセントを占めるにすぎず、主にオランダ商人がもたらした塩漬けと思われる鰊は六万マルク二十 パーセントにも及んだという
（（
（
。
　
当初ベイ塩の流入が増加してもリューネブルク塩の生産、輸出量が減少しなかったのは、バルト海地域の人
口増加等による需要の増大があったことにもよるであろうし、前述のよ に魚の 漬けには天日塩よりも適していたことにも と思われる。しかも鰊は腐りやすくその漁期 、収穫後二十四時間以内 塩処理をしなければならなかったといわれ、短時間に大量の を必要としたため、供給は複数の地域から行われなければならなかったのであろう
（（
（
。
　
他方で、航海の難所であったズント海峡も航海技術の向上などによって、障害は克服され、ベイ塩の大型船
によるバルト海沿岸地域への供給の活発化は、東西貿易の主要経路をユトラント半島の付根に位置するハンブルク・リューベックを経由する貿易路から海峡経由へと比重を移行させていった。それは ユ ラント半島とスカンジナヴィア半島との間に挟まれ、大小の島が点在す ズ 海峡に って大洋 つながる北海と 間船舶航行に制約を受け、いわば「内海」内での商業活動であったバル 貿易が、北海・バルト海商業圏 いう一つの商業圏に組み込まれていったことを示 ているともいえよう。こ に真の意味 南 地中海商業圏に対し、北の北海・バルト海商業圏が成立し のである。そ は、すで バルト海地域 進出をはじめていたオ
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ランダ、イギリス商人が大々的に直接取引を開始したことにより、バルト海地域の人々が生活上、食品保存上不可欠な塩をはじめ多くの物資をハンザ商人だけに依存する必要がなくなったことも意味し、だからこそ前述のようにノヴゴロドなどでハンザへの造反が生じたのである。いわば西方からの大量の塩 輸入はハンザへの従属からの解放の原点と ったのである。以後ハンザの独占的な商業が打破され、バルト海地域の人々はハンザへの従属から されていったが、その一端をハンザの領袖都市リューベックの大商人層が担った は皮肉なことであった。換言すればこうし 状況下で、各ハンザ都市は遠隔地商業の持続をは りながら、立地する地域事情などに応じて各都市を中心 経済圏 設定などによって市経済の維持、強化を目指さざるを得なくなっていったと考えられるのである
（（
（
。
近世北ヨーロッパの塩貿易
　
十五世紀頃から、食料不足が生じていた南欧に対しバルト海地方の穀物が積載され、帰りの東方への船には
塩が積載された。スウェーデンには、オランダ商人を中心にポルトガルやフランス西海岸から 天日塩が多くもたらされた。これに対し十六紀初頭以降 もなお、シュテクニッツ運河では一万二千ト の塩が輸送されていたといわれている
が
（（
（
、次第にシュテクニッツ運河の関税収入は減少していく。すなわち、リューネブルク塩
輸出その のが低下し始め のである。前述のよう 、スコーネ では鰊の塩漬け ため大量の塩需要があったと推測されるが、一四二〇年代にはオランダがも らす塩漬け鰊が流入するようになり、他方十六世紀半ばにはバルト海から鰊漁の漁場がノルウェー沿岸に移り、スコーネンでの塩需要そのもの 減少した であっ
た
（（
（
。
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しかし、十六世紀にハンブルク商人によってベルゲンにもたらされた商品の中には 量は多くはないがリューネブルク塩が含まれていた。フランスからはスコーネ よりも距離が短く輸送しやすい ずのベルゲンにおいてすら、以後も継続してハンブルク商人によって高価なリューネブルク塩 もたらされたのはリューネブルク塩が鰊保存に最適と考えられていたからであろ
う
（（
（
。
　
表
（のように十六世紀から十七
世紀中頃にはオランダ商人の手によってフランス産など西方の塩がバルト海にもたらされ、特に十七世紀前半には全体の四分の三以上を維持し、多い年 は九十一パーセントにも達したのである。そし
表 2　ズント海峡におけるバルト海への塩の年輸送量
 （単位：ラスト）
年 （56（ （5（0 （5（0 （600 （6（0 （6（0 （6（（ （640 （64（ （656
全体 40553 （4043 33330 3（（37 （300（ （7（63 3（4（0 （5（5（ （6（（7 （540（
オランダ （（（53 （7533 （74（3 （（7（6 （（76（ （5006 （5（（6 （043（ （（（7（ （05（（
オランダの割合 4（％ 73％ 5（％ 60％ （（％ （（％ （（％ 7（％ （5％ （（％
（出典） Tabeller over Skibsfart og Varetransport gennem Øresund 1497-1660．Tabller over 
Skibsfarten. Anden Del. Tabeller over Varetransporten A. Udgivet ved N. E. Bang.  
København （（（（. S. （, 76, （34, （（6, （60, 3（4, 3（（, 460, 536, 5（（. より作成。
表 3　ズント海峡における主要国、都市通行船舶数
年 （4（7 （5（（ （540 （547 （560 （56（ （57（ （5（（ （5（（ （60（
オランダ 455 5（0 756 （（7 （043 6（6 （5（6 （3（（ （（70 （（（0
イギリス （（ （7 （（7 47 70 （44 （（（ 30（ （56 335
リューベック 4 （7 （（ 5（ （3（ 77 （（（ （77 （43 （05
ハンブルク （6 （6 （37 （6（ （6（ （（4 4 （（5 （3 44
ダンツィヒ （（3 （30 56 （34 （53 （7 70 （（ （6 3（
年 （6（（ （6（（ （640 （650 （657
オランダ （77（ （（57 （（3（ （0（5 （00（
イギリス （（3 （0（ 3（7 （34 （（
リューベック 76 （（5 （（（ （3（ （（（
ハンブルク 5（ 4（ ─ 50 7
ダンツィヒ （ ─ （（ 4（ （（
　 注） イギリス船はイングランド船とスコットランド船の合計。
（出典） Tabeller over Skibsfart og Varetransport gennem Øresund 1497-1660. Førster Del.
Tabeller over Skibsfarten. Udgivet ved N. E. Bang. København （（06. S. （-（（, （6f, 5（f, （
（f, （（（f, （6（f, （0（f, （4（f, （（（f, 3（（f, 35（f, 3（6f. より作成。
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てオランダ商人によって鰊もまたスカンディナヴィアで販売されていたとい
う
（（
（
。
表
3のように十五世紀末から十六世紀中
頃に至るズント海峡の通航船舶数はオランダが圧倒的に多く、イギリスも十六世紀末に向けて増加しているが、はるかにオランダ 及ばず、塩の産地であるにもかかわらずフランスの船は極めて少数あった。表
4のように全商品の輸送にお
けるオランダ船の割合も高く、塩輸送におけるオランダ船の割合も高かったのである。当時アムステルダムでは塩は他の商品とともに倉庫に蓄えられ、年中販売されたといい、需要に対応して速やか各地に供給でき 体勢が整っていたこともその一因となったのであろう。表
5は
フランス、スペイン、リューネブルクからリーガ
R
iga
に輸送された塩の量が
表 4　ズント海峡における通過商品のオランダ取扱量の割合
年 （557-6（ （574-（0 （5（（-（0 （5（（-（600 （60（-（0
オランダ船 66.（% 4（.5% 5（.（% 5（.（% 60.3%
（出典） 高村象平『ドイツ・ハンザの研究』日本評論新社、（（5（ 年、（0（ 頁。
表 5　17 世紀後半のリーガの塩輸入量
 （単位：ラスト）
年 （65（ （65（ （653 （656 （657 （65（ （65（ （660 （67（
スペイン塩 （7（ （（（5 （（3（ 337 （（（ （（ （3（ 640 504
フランス塩 （33（3 30（（ 5（04 5400 7（7 （677 （4（7 5（7（ 5（（（
リューネブルク塩 （（ 37 4（ （7 （3 （3 30 （（ （（
年 （67（ （674 （675 （6（4 （6（6 （6（0 （6（3 （6（4 （6（6
スペイン塩 （（5（ （475 7（（ 7（4 63（ （565 （4（4 （（（3 （（（4
フランス塩 （34（ 3075 6（5（ 44（4 7（00 （（（（ （3（（ （（0（ （04（
リューネブルク塩 （6 （0 （ （5 （（ （4 40 5（ 7（
年 （6（（ （703 （704 （705 （7（3 （7（6
スペイン塩 3（4（ （（66 5（（（ （（07 （4（ （3（5
フランス塩 35（0 736 （（（ 3（7 6（（ （46（
リューネブルク塩 （ （4 （4 （6 （0 5
　 注） スペイン塩、フランス塩、リューネブルク塩それぞれの輸入量の明らかでない年、消
費税台帳 Akzisebuch と数量の異なる年は除外して記載。
（出典） E. Dunsdorfs, Der Auszenhandel Rigas im 17.Jahrhundert. Coventus primus 
historicorum Balticorum Rigae1937. Riga （（3（. S. 46（f.
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明らかになる年のデータである。十七世紀第三四半世紀にはフランス西部からの塩が多かったが、以後十七世紀末に向けて質は劣るもののさらに安価なスペイン産が増加し、比率でもフランス産を上回っていく
（（
（
。こうした安価な塩がハンザ地域で多く使用さ
れたが 十七世紀以降十八世紀にかけ も量は少ない リーガの輸入量から見る限りリューネブルク塩の生産、輸出は終焉しなかった。それはリーガが特別なのではなく、表
6のようにリューベックによってレーバルにもたらされたリューネブルク塩の量
も十七世紀中頃から末に向けて減少傾向にあるものの、なお継続して供給 れた である
（（
（
。人口増加等による需要の拡大と高品質の塩の需要がリューネブルク塩の生産、輸出
を支え、それに対応して二十世紀に至るまでその生産は続けられ のであった
（（
（
。
　
十七世紀後半から十八世紀末に至る塩の輸送量を船籍の国別、都市別にみると、表7のようにオランダは一六七二年から一六七八年のオランダ侵略戦争の時期 取扱量
を減少させるなど各期に多少の変動はあるものの取扱量に大きな変化は い。しかし、塩の総輸送量が増加した結果、一七二〇年以降そ 割合は四十パーセント以下となり、一七七一年からの十年では三十パーセント以下にまで落ち込んだ。 ウェ デン 塩貿易は十 世紀後半から 八世紀初頭に向け増加し おそらくは北方戦争と関連し北欧地域の安全が維持されなかったと思われる一七〇八年から一九年 ズント海峡を通過するスウェーデン船の塩取扱記録 ほとんどない。一七二〇年 七十六ラスト 塩が輸入されてから貿易は復活し、以後順調かつ急激に増加しオランダに迫る
表 6　17 世紀後半のレーバルのリューネブルク塩輸入量
 （単位：トン）
年 （65（ （653 （66（ （67（ （6（0 （6（7
リューネブルク塩 53 4（ （4 60 45 37
（出典） A. Soom, Der Handel Revals in Siebzehnten Jahrhundert. Wiesbaden （（6（. S. 34-36.
より作成。
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なった。一七四〇年代以降は八〇〇〇ラスト以上の取扱量が維持され、塩の総輸送量でも二十パーセント以上を占め、一七六〇年代に 二十五パーセントを占めるに至った。一七六九〜七一年にはスウェーデ 塩輸入額は全輸入額の年平均で五・四パ に達し
た
（（
（
。それに対し十七世紀
後半には一八〇〇ラスト弱を輸送していたリューベックは十八世紀前半に約三分の一に輸送量を減少させた。同世紀中頃には一時一五〇〇ラストを超える輸送量となったが、後 以降急減 ハンブルクの塩輸送量 もともと多くはなかったが、十七世紀後半から十八 初頭まで減少を続け、一七二〇年代に一旦回復する のの三〇年代以後関税台帳に取扱記録のない年が散見されるようになり、それは六 は七年間、十八世紀一〇年台にも四年にわたり記録がなくなるなど全体として少ない輸送量で推移し
た
（（
（
。一方、ダン
ツィヒは十七世紀後半に輸送量を増加させ、以
表 7　バルト海への塩の国、都市輸送船籍別年平均取扱量
 （単位：ラスト）
年 （66（-70 （67（-（0 （6（（-（0 （6（（-（700 （70（-（0 （7（（-（0
オランダ （4（0（ （（0（5 （（5（（ （406 （（004 （3（4（
イギリス注１） 370 （4（（ （7（7 （064 65（ 5（53
スウェーデン （（6 7（（ （00 （7（6 （7（ 76
リューベック （4（5 （765 （74 5（6 633 （（06
ハンブルク 43（ 74（ （0（ （（3 （5（ （07
ダンツィヒ 337 （（（3 （4（ （（37 （453 （56（
全体 （（（54 （5750 （4（36 （（（（5 （（63（ （（（（（
年 （7（（-30 （73（-40 （74（-50 （75（-60 （76（-70 （77（-（0
オランダ （（（6（ （（（3（ （5405 （3447 （5（7（ （（（04
イギリス注１） 4454 34（3 （（（（ （735 （73（ 4（04
スウェーデン 36（6 5（（6 （5（（ （3（3 （5（（ （（（（
リューベック （306 6（（ （555 645 （（7 （（0
ハンブルク （（0 77 76 7（ 4（ 64
ダンツィヒ （36（ （（（（ 3（（4 457（ 456（ （（（5
全体 （6（46 （6635 35（（0 33（（6 3（（53 37（（（
注 （） イギリスはイングランドとスコットランドの合計額。ただし、（66（-（0、（733、（735-
37、3（ 年はイングランドのみ。
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増減を繰り返すものの十八世紀中頃以降増加し、イギリスの二〜四倍の輸送を行ってい
る
（（
（
。おそらくはヴァイクセル
W
eichsel 河流域の後背地にお
ける穀物 産とその西方へ 輸出増加を支えた人口増加や北欧、ロシアなどによ 需要の増加と関連 る であろう。　
北海からバルト海への海路の塩の全輸送量は十六世紀後半から十七世紀
初頭にかけて増加し、十七世紀を通じてほぼ二万ラストを維持した。十八世紀 一時減少したも の中頃には三万五千ラストに達し、一七七〇年代には四万二千ラスト余に至り、十六世紀中頃 輸送量を超えた。しかし、植民地物産のズント海峡通過量は十八世紀初頭から中頃にかけて約三倍に増加し、さらに六十年代にはその約二倍に増加し、植民地物産が異様に高い数値を示す一七七一年を除外しても、七 年代にはさらに の三倍に増加しており、塩の取扱量が商品全体に占める割合は、減少したと考えられる（表
（参照
）
（（
（
。このように、バルト海地域における塩の貿易量は
増加したが、船舶の大型化など十六世紀には多様な貿易品が大量 輸出入されるようになり、全体の貿易量が増加する中で特に高利益 得られる植民地物産の流入は激しく増加 バルト海貿易は主流であっ 生活に必要な物資の貿易から植民地物産貿易へと移行し、塩は主要貿易品から副次的な貿易品へと転換していったと考えられるのである。　
表 8　バルト海への植民地物産ズント海峡年平均通過量
 （単位：千ポンド）
年 （66（-70 （67（-（0 （6（（-（0 （6（（-（700 （70（-（0 （7（（-（0
植民地物産 （（（（ （7（6 36（6 3665 3053 4337
年 （7（（-30 （73（-40 （74（-50 （75（-60 （76（-70 （77（-（（
植民地物産 7553 （556 （0（（6 （（（44 （（（（（ 3（（0（
注）植民地物産量が突出して高い数値を示す （77（ 年を除外して作表。
表 7，（（出典） Tabeller over Skibsfart og Varetransport gennem Øresund 1661-1783. 
Udgivet ved N.E.Bang/K.Korst, Anden Del: Tabeller over Varetransporten. 
Førster Halvbind: （66（- （7（0. København （（3（. Andet HalvbindⅠ: （7（（-（760. 
København （（55. Ⅱ: （76（-（7（3. København （（53. より作成。
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おわりに
　
リューベック商人によってもたらされたリューネブルク塩は、十六世紀初頭に至るまで生産量を維持しては
いたが、十五世紀以降フランス西部よりオランダ、イギリス商人によってもたらされるベイ塩の流入によってその占有率を低下させた。それは、十五世紀中頃からハンザの領袖都市リューベックから離れたバルト海の東方に位置する都市から進行していったと思われる。それは 塩だけでなく、あらゆる商品のハンザ商人による独占的貿易体制が後退、敗退していくことを意味す とともに バルト海内の貿易が大きな商業圏へ、そして世界貿易に組み込まれていく原点でもあった。すな ち、十五世紀以降北海、バルト海 一つの を形成し、大洋 と結びついてそこに点在するハンザ都市もまた世界貿易の中に組み込まれていく道筋を先導したのが塩貿易ともいえるのである。それはバルト海地域に生活する人々から見れば、生活に必要な物資の確保のために従属せざるをえなかった都市リューベックを中心としたハンザ商業の独占からの解放でもあった。また、遠隔地商業を経済基盤 するハンザ都市で あったが、オランダ等諸外国の進出は各都市の経済基盤を揺るがせ 多く ハンザ都市は個別の都市圏内の経済を充実させるこ によって都市経済の維持を図らざるを得なかったとも思われるのである。こうして個別 の自立的で閉鎖的な経済圏が形成さ ていく過程 ハンザの結束は急速に弱体化していったのである
（（
（
。
　
近世バルト海における塩の流通では、十七〜十八世紀を通じてオランダが中心的役割を果たし、十七世紀末
以降にはバルト海王国を目指したスウェーデンの取扱量がそれに次ぐに至 。都市ではポーランド王国 下でダンツィヒの取扱量 増加した。地域需要 背景にスウェーデ やバルト海沿岸の都市が塩貿易に参入して
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いったが、中世ハンザの中核都市のリューベックでは都市経済の全般的停滞とともに減少し、ハンブルクは植民地物産貿易等の集散地として発展したが、塩の取引は増加しなかった。　
近世以降貿易は全般的に強力な国家権力の後援のもとで展開し、しかも主流の交易品は十八世紀には利益率
の高い植 へと移行していったのである。そうした状況下で世界貿易において覇権を争うイギリス フランスではあったが、バルト海商業圏におけるオランダの優位は変わらず、塩貿易においてもイギリス、フランスの塩 扱 量は少なかった。近世バルト海においてリューネブルク塩は次第に 量を減少させ、西方からの塩が大半を占めるに至った。その西方では生産地はフ ス産からさらにスペイン産も加わり、質は劣るもののフランス よりもさらに安価なスペイン塩の比重が増していく。こうした状況の変化の背景には、良質、高価な塩の需要がある一方で、より安価な塩の需要も高まると う多様な地域ニーズに対応し 塩貿易の展開があったともいえよう。そうした中にあって、オラ ダによる塩貿易は最西端のポルトガル、スペインから東方ロシアのバルト海沿岸地域まで北ヨーロッパを横断する東西交易と て他の商品貿易をも巻き込んで独自の展開をしていたと考えられる ある。
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ポンドはハンブルクでは当時通貨
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（
43） 
斯波照雄「十五〜十六世紀におけるハンザ都市の商業振興」 『商学論纂』 （中央大学）第五十四巻第三・四号、
二〇一二年、三四九─三五八頁。
中近世バルト海域における塩の貿易について
36（
